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2014年度  一般社団法人長岡青年会議所
事業計画書

委員会名：	クラブソイガイヤー
委員長名：	池田　治
事業名：	14ソイガイヤー8.3ミッション
文書名：	14ソイガイヤー8.3ミッション事業計画書ス協1
文書作成者：	曳田 竜介
作成日：	平成26年6月13日



【事業要綱】

1． 事業実施に至る背景
ゆめ100戦士ソイガイヤーは、一般社団法人長岡青年会議所（以下、「長岡JC」とする）のオフィシャルキャラクターとして、2006年の誕生以来、クラブ活動を通じて復興・自然・米百俵精神などを発信しながら、長岡JCとしての地域貢献を目的に青少年の健全育成、まちづくり活動への参加などLOMの委員会活動に匹敵する公共性の高い多角的な活動を行ってまいりました。また、昨年度クラブソイガイヤーでは、ゆめ100戦士ソイガイヤーNEXTとしてリニューアルを行い、新たな設定のもと、子供たちに「夢」を、長岡に「希望」を届ける為に活動を続けております。
その活動の一つとして、長岡市の最大行事である長岡まつりにも、毎年、積極的な参画を続けており、今年も長岡まつりに参画することは、長岡JCのPRとしても効果的であると考えます。

２．事業目的（対外）
　　長岡まつりに来場しているご家族や子供たちにヒーローショーを用いて、長岡まつりの起源やフェニックス花火の成り立ちを示し魅力を伝えることで、今後の長岡まつりへの積極的な参加や故郷を想う心を醸成します。

３．事業目的（対内）
ヒーローショーという手法を通じ、子供たちにどうやって長岡の歴史を伝えていくのか、どうすれば笑顔を与えられるのかと考えながら設営に取り組むことで、クラブメンバーが今後のJC活動のヒントを得ることを目的とします。
また、長岡JCメンバーにはショーを見に来ていただき、子供たちの反応を直接感じていただくことで、JC活動の意義を改めて認識していただくことを目的とします。

４．事業の対象者
（１）対外対象者：長岡市近郊の一般市民、子供たち
（２）対内対象者：長岡JCメンバー

【事業概要】
１．実施日時
（１）実施日：　平成26年8月3日（日）
（２）実施時間：11：30～12：00、13：30～14：00
		（実施時間は長岡まつり協議会との打ち合わせの上2ステージを予定）
（３）設営時間：8：30～15：00

2． 実施会場
（1） 会場名：シティホールプラザ　アオーレ長岡　市民交流ホールA

３．参加員数計画並びに参加推進方法
（１）対外対象者
長岡市近郊の一般市民、子供たち 　2ステージ合計 約500名

（２）対内対象者
長岡JCメンバー　162名（休会者、退会者除く）平成26年6月4日現在）

（３）参加推進方法
【一般観覧者向け】
1 市政だよりに掲載してPR致します。 
2 長岡まつりパンフレットに掲載してPR致します。
3 地元メディアへ告知を依頼致します。
4 当日、練り歩きにてPR致します。
5 当日、アオーレ長岡ナカドマの大型ビジョンでのPRを致します。
【長岡JCメンバー向け】
1 メール配信、各委員会にてPR致します。

４．外部協力者（協力種別）
[bookmark: _GoBack]（協　　力）長岡まつり協議会　
（資料提供）長岡戦災資料館、㈱エヌ・シィ・ティ
（業務委託）(有)ジョイント企画 新潟営業所

　５．引用著作物の有無
なし

６．実施組織
（1） 役割分担表　※各担当責任者「○」
①事前準備役割表
	項 目
	担 当 者

	統括責任者 
	池田治会長 

	統括補佐
	高野泰副会長

	事業チーフ 
	曳田竜介運営担当幹事

	サブチーフ 
	

	協力団体打ち合わせ 
	曳田竜介運営担当幹事、○杉本淳補佐

	長岡まつり協議会打ち合わせ 
	○渡辺道郎補佐、永澤政裕
杉本淳補佐
髙見礼央会計担当幹事

	委員会PR
	クラブメンバー

	シナリオテーマ
	池田治会長

	シナリオ精査 
	○大宮丈範副会長、高野泰副会長

	メンバー案内文作成、配信 
	曳田竜介運営担当幹事

	メンバー取り纏め 
	曳田竜介運営担当幹事

	備品準備
	髙見礼央会計担当幹事、齋藤伸輔

	コスチュームメンテナンス
	八木野寿人補佐、○大川俊泰補佐



②当日の役割分担
	項 目
	担 当 者

	統括責任者 
	池田治会長 

	統括補佐
	大宮丈範副会長

	事業チーフ 
	曳田竜介運営担当幹事

	サブチーフ 
	杉本淳補佐

	協力団体打ち合わせ 
	杉本淳補佐

	長岡まつり協議会打ち合わせ 
	〇渡辺道郎補佐、大宮丈範副会長、永澤政裕、齋藤伸輔

	練り歩き補佐
	池田治会長、高野泰副会長、大宮丈範副会長、
曳田竜介運営担当幹事、○渡辺道郎補佐、
佐藤智之、大関英晃

	会場警備
	高野泰副会長、髙見礼央会計担当幹事、
〇杉本淳補佐、江口健太郎補佐、佐藤智之、大関英晃

	ステージ出演（司令長官）
	池田治会長

	照明
	八木野寿人補佐

	PC操作
	大宮丈範副会長

	カメラ、記録
	稲川雄一副会長、高野泰

	メンバー取り纏め 
	曳田竜介運営担当幹事

	弁当・飲料手配
	○杉本淳補佐、永澤政裕

	備品手配、運搬
	○髙見礼央会計担当幹事、齋藤伸輔



７．事業内容（目的達成のための手法説明）
(１) 実施内容
長岡まつり昼事業の一環として、アオーレ長岡の市民交流ホールAにて「ゆめ100戦士ソイガイヤーNEXTショー」を行ないます。
今年は長岡まつりのサブタイトルである「復興10年　たくましく前へ、長岡～その先の未来へ～」を題材にしたシナリオをもとにパワーアップしたソイガイヤーと新たな悪役が格闘戦を演ずる内容とします。
また、アオーレ長岡の市民交流ホールAを会場としたことで、施設の備品であるプロジェクターを活用し、中越大震災からの復興画像や、フェニックス花火の映像などを織り交ぜ、司令長官として池田治会長が出演し、ソイガイヤーと共に子供たちにフェニックス花火の精神性を紹介する演出に致します。
※シナリオの詳細な内容はクラブメンバーとジョイント企画様との打ち合わせによる。 

（２）当日までのスケジュール
5月中旬　 クラブ内打ち合わせ、事業計画書作成 
6月上旬　 ジョイント企画様へ出演依頼 
6月上旬　 実施内容検討、クラブスタッフ内での意思統一 
6月中旬　 シナリオ製作開始
7月上旬　 シナリオ精査
7月中旬 　ジョイント企画様と調整、備品修繕 
7月下旬 　ジョイント企画様と最終調整、シナリオ内容確認、備品確認 
8月3日  　事業当日

（3） 当日のタイムテーブル
　8：30		クラブメンバー集合　備品搬入 
打ち合わせ
　8：45		会場準備
10：00		リハーサル実施
11：00		練り歩きPR 
11：30		ステージ①　ショー開始 
 12：00		ステージ①　ショー終了 
		休憩　昼食
13：00		練り歩きPR 
13：30		ステージ②　ショー開始 
14：00		ステージ②　ショー終了 
備品片付け 会場撤収
15：00		解散
※長岡まつり協議会(７月下旬予定)での打ち合わせにより、スケジュールに変更の場合があります。

８．参考例からの引継事項
（１）2013年度　クラブソイガイヤー8.3ミッションを参考に、引継ぎ事項として以下の点に留意し設営を行います。
【会場について】
・会場内にベビーカーの保管場所を設置してください。
〔対策〕会場内の座席確保の為、ベビーカー置き場は会場の外に設置いたします。また、誘導員がそのままベビーカーの監視を行います。

・ステージの設置について、ジョイント企画のアクターの方々にも手伝っていただき、打合せをしながらのステージ設置となりました。そのため、リハーサル時間が短くなってしまいました。予めクラブメンバーで余裕を持って設営してください。
〔対策〕昨年度より30分集合時間を早めて対応します。

・会場外で呼び込みをしていると、観覧料金を聞かれることが多々ありましたので、無料であることを打ち出す告知の方法を検討してください。
〔対策〕印刷物での告知の際や当日の練り歩きでは、観覧料金が無料であることを強調しPRしていく方針です。

【事前打ち合わせについて】
・市政だよりへの記載ミスや弁当手配の不備などがありましたが、長岡まつりは行政と民間で担当部署が入り組んでおり、こちらの意図した伝達事項が伝わっていないことがあり得ますので、担当者との打合せと再確認を入念に実施してください。
〔対策〕担当者との打合せを行う責任者は昨年度と同一の者とし、昨年度の不備を踏まえたうえで、確実に且つ入念な打ち合わせを行います。

【PRについて】
　　・ソイガイヤーを知らない市民がまだ多くいらっしゃいます。NEXTへパワーアップしたことを踏まえ、長岡JCの事業であるソイガイヤーを紹介するパンフレットや団扇などの配布物の製作も検討してください。
〔対策〕効率良く、広く短期間で周知させたいと考えおりますので、SNSを中心に、発
信していく方針です。

９．本年の工夫と期待される効果
①　来場した市民（子供たち）に、長岡まつりの起源とフェニックス花火の持つ意味を伝え、郷土愛の醸成、心の健全育成を図ることが期待できます。
2 　今年の長岡まつりのサブタイトルである「復興10年　たくましく前へ、長岡～その先の未来へ～」を題材にしたシナリオを用いることで、身近で体験してきた復興とフェニックス花火の精神性との一貫性を持ったショーを開催することができます。
3 　会場を昨年同様にアオーレ長岡市民交流ホールAとしたことで、プロジェクターの活用により、ビデオやスライドショーと連携したショーの演出ができると考えます。
④　長岡JCメンバーがクラブ活動に参加（観覧）することで、子供たちの表情や感動を直に見て設営の工夫と効果や影響力を感じていただき、今後の事業構築に柔軟な発想が生まれることを期待できます。

１０．公益・共益の区別及び判断に関わる事項
（１）公益目的事業23項目該当番号・内容、及び理由
番号・内容：7.児童又は青少年の健全な育成を目的とする事業 
理由：子供たちに長岡まつりの起源や、フェニックス花火の成り立った経緯を学んでもらうことにより、楽しいだけのお祭りではなく、中越大震災からの復興について考えていただき、多面的に物事を見る目を養うことができると考えます。

（２）上記の目的を実現するために事業実施において注力する点 
①　子供たちにも理解しやすい言葉を用い、派手で大きな仕草で伝える。 
②　出演者が子供たちに語りかけることにより、子供たちに考えるきっかけを作り、学習効果を上げる。

（３）判断理由 
①　事業の目的が不特定多数の利益になっていると判断できる理由 
地域の子供たちがショーを楽しみながら自然と長岡の歴史を学ぶことは、子供たちの郷土愛の醸成に効果があると考えます。
②　事業の参加者が不特定多数である（広く一般に公開されている）と判断できる理由
長岡まつりの一環事業として、参加は常に開放されています。誰でもすぐに参加できることから、不特定多数であると考えます。 

１１．依頼事項
（１）対内対象者向け
①　メンバーには、ご家族をお誘いの上、当日参加(観覧)していただきたいと思います。

１２．審議のポイント
・　予算について

１３．予算総額
（１）  金175,000円
（２）（事業計画）収支予算書　

【審議対象資料一覧】
（1） 審議対象資料
1 収支予算書
2 メンバー向け案内文

（2） 参考資料
1 会場レイアウト
2 備品リスト
3 シナリオ素案
4 フェニックス花火絵本
5 市民活動助成金
・募集要項
・長岡市市民活動推進事業補助金交付申請書


上程スケジュール
第22回スタッフ会議　　　 　　　平成26年6月18日

今後の上程スケジュール
第12回理事会　　　 　　　	平成26年6月24日

事業実施後の上程スケジュール
第26回スタッフ会議	　　　　平成26年8月27日
第16回理事会　　　 　　　	平成26年9月10日

【前回までの流れ（意見と対応）】
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